
（別紙１） 

さが福祉サービス評価結果 

※すべての評価細目（45項目）について、判断基準（a・b・cの 3段階）に基づいた評価結

果を表示する。 

※評価細目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記述する。 

 評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-（１） 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-1-（１）-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 
○a ・b・c 

理念、基本方針についてはホームページや入園しおり、入園時の重要事項説明書に記載さ

れており、職員に対して会議等で周知している。 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-（１） 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-（１）-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・

分析されている。 
a・○b ・c 

＜コメント＞毎月、法人内で、園長及び主任はリモート会議上で経営環境等を検討し分析

をしているが、地域の各種福祉計画策定の動向までは行っておらず、園児が在住している

自治体のホームページで確認しているのみである。 

3 Ⅰ-２-（１）-② 経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めてい

る。 
○a ・b・c 

<コメント> 業務、経理、雇用については外部委託され、定期的に報告を受けており、そ

れに基づき課題や問題が生じれば、改善、解決されている。今年度からは給食も外部委託

し、自園調理されており人材確保についても積極的に取り組まれている。 

 

Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されて

いる。 
a・b・○c  

コメント＞中、長期的なビジョンを明確にした計画等については、明文化されていない。

サービスの継続、及び発展のためにも地域のニーズを把握し、経営環境や職員体制の確立

等、具体的な計画を作成され必要に応じて見直しできるような取組を期待したい。 

 

 



 第三者評価結果 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい

る。 
a・b・○c  

<コメント> 事業計画については中・長期を踏まえたものはなく、明文化されていない。

今後、中・長期計画を策定し、中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されることを

期待したい。 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組

織的に行われ、職員が理解している。 
a・b・○c  

<コメント>職員の参画のもとで事業計画は策定されておらず、単年度の計画策定について

は、園長、主任のみで行われている。今後、事業計画を策定する場合は職員の参画や計画

の周知を行い、評価、見直しを行う体制づくりを期待したい。 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。 
a・○b ・c 

<コメント>保育の行事等はホームページで開示され、保護者が希望すれば行事計画書を送

付する等して対応されている。一方、保護者会等は開催されておらず、保護者に対して行

事計画等の説明や周知は十分になされていない。今後、保護者へ周知、理解を得られるよ

う取組を期待したい。 

 

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能

している。 
○a ・b・c 

<コメント> 園長、主任が教育、保育の質の向上に向けた取組を、週、月、年毎にＰＤＣ

Ａサイクル手法を用いて行われており、達成率等の集計も行っている。 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を

明確にし、計画的な改善策を実施している。 
○a ・b・c 

<コメント> 職員の質の向上のため、年 2回、職員評価の取組が行われており、その評価

結果については、職員で共有できる仕組みがつくられている。また、職員会議で積極的に

問題提起を促し、改善策が図られる取組を行っている。 

評価対象Ⅱ 組織の運営管理 

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 管理者の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理

解を図っている。 
○a ・b・c 

<コメント>園長としての役割、責任を含む職務分掌と不在時の権限委任等を含め職務分担

表について明文化され、職員へ周知もなされている。 



11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行

っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 園長は、法令、安全管理者等での研修会参加やコンプライアンス会議や乳幼

児研究会サポートクラブでテスト及びアンケート調査等の取組がなされている。職員には

アンケート結果を伝える等して、再認識させる取組を行っている。 

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発

揮している。 
○a ・b・c 

<コメント> 園長は教育、保育の質の向上を常に思い、職員に対して定期的に法人内グル

ープ３園との研修会や勉強会を行っており、外部のキャリアアップ研修会にも参加し、組

織全体でのレベルアップを考えて指導に取組まれている。 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を

発揮している。 
○a ・b・c 

<コメント> 経営の改善に向けて収支管理や電子通信機材等設備を整えられており、職員

はパソコン記帳やリモートで研修等を行い情報交換なども行われている。会計、人事等事

務関係や給食等を外部に委託することで、職員が教育、保育に専念できる取組がなされて

いる。 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画

が確立し、取組が実施されている。 
a・○b ・c 

<コメント>人材募集については外部サポート会社による求人や、職員の出身校へ勧誘、法

人グループ内での配属調整等で対応しているが、職員や保護者の中では職員の充足感を感

じとられていない意見もあり、必要な人材や人員体制に対する基本的な考え方や、福祉人

材の確保と育成に関する方針を明確化し、十分な職員体制が確立できるよう期待したい。 

15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 
○a ・b・c 

<コメント> 学校法人の下で外部のサポート会社と連携し、職員の総合的な人事管理が年

に 2回行われている。職員に対し評価基準表があり専門性、職務遂行能力、指導成果、評

価等人事管理体制が整備されている。キャリアパス制度により総合的な仕組みを取り入れ

て職員が将来の目標が持てるよう積極的に行われている。 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づく

りに取組んでいる。 
○a ・b・c 

<コメント> 職員の有給休暇 100％取得、残業や行事等での仕事の持ち帰りをなくし、休

憩時間の確保等職員への負担量の軽減などの取組がなされている。定期的に職員へ働き方

についてアンケートを実施されている。また、労務管理システムを導入し福利厚生にも力

を入れる取組を行われている。 



Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 園の方針に基づき、職員 1人ひとりと面談され育成に向けて、目標項目、目

標水準、目標期限が明確に設定されている。年 2回の個人評価の面談で進捗状況の確認が

行われている。園長も管理者として評価を受ける体制の取組を行っている。 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ

れ、教育・研修が実施されている。 
a・○b ・c 

<コメント> 法人内グループ３園で月 1回、リモート研修や勉強会を開催しており、外部

の講師を招いた研修やキャリアアップ制度を利用する等、積極的に職員教育もなされてい

る。一方、研修の中には研修計画として体系化されていないものも見受けられたので、今

後は、基本方針や計画に基づいて、教育・研修が適切に実施されることを期待したい。 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されてい

る。 
○a ・b・c 

<コメント> 職員 1人ひとりに対して、職員のスキルに合わせ個別、集団で研修、教育が

行われていて、研修後は復命書を提出し、職員会議で報告が行われている。また、職員面

談時等に聞き取りを行い、希望する研修が受講できるよう取り入れている。 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について

体制を整備し、積極的な取組をしている。 
○a ・b・c 

<コメント>実習生の受け入れ体制については、法人内でマニュアルを作成し、ハンドブッ

クとして整備している。実習生については毎年、主任とクラス担任の 2人が担当して受け

入れている。 

 

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われて

いる。 
○a ・b・c 

<コメント>理念、基本方針や保育内容、財務、第三者評価結果等についてはホームページ

にて開示し苦情、相談の体制や内容に基づき改善、対応状況も公開されて保育の質の向上

に向けた取組が図られている。 

   

 第三者評価結果 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組

が行われている。 
○a ・b・c 

<コメント> 園の透明性と適切な経営、運営のために総務、経理、人事など業務管理は外

部サポート会社に委託し、毎月関係資料が示され、年に 1回内部監査も行っている。さら

に外部サポート会社からは経理等アドバイスを受け、財務状況の改善等を行っている。 

 



Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域と。の交流を広げるための取組を行って

いる。 
a・○b ・c 

<コメント> 地域との関わり方に関する基本的な考え方については文書化されているが、

実際には園外保育で地域との交流は限定的である。今後、子どもが地域の行事や活動に参

加する際、必要に応じて職員やボランティアが支援できる体制を整え、地域行事等に積極

的に参加される等の取組に期待したい。 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確に

し体制を確立している。 
a・b・○c  

<コメント>ボランティアの受け入れはなく、受け入れに関するマニュアルも整備されてな

かった。今後はボランティアの受け入れについての手順や対応の整備、さらには保護者へ

の事前説明の仕組み等整備された上で、地域との交流が充分に行われる事が望まれる。 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等

との連携が適切に行われている。 
a・○b ・c 

<コメント> 地域学校運営協議会等に参加されているが、当該地域の関係機関・団体につ

いて、個々の子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を明示したリスト等は作成して

おらず、関係機関等での連絡会について、職員間で共有も行っていない。今後は職員間と

関係機関とのあり方、活用の方法等の勉強会を開催してネットワーク化の取組を行い、組

織運営と職員間での共有化等に取り組まれる事を期待したい。 

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われ

ている。 
a・○b ・c 

<コメント> 定期的に未就園児教室のキッズクラブを開催し、相談窓口も設けている。地

域の福祉ニーズについては、市のホームページを閲覧されている程度で積極的な福祉ニー

ズの把握を行っているとは言い難い。今後は、地域の福祉向上のために、地域社会で園が

必要とされる役割や機能が発揮できる取組を期待したい。 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が

行われている。 
a・○b ・c 

<コメント> 園のＳＮＳを開設し、地域行事等について発信されているが、園として有す

る福祉サービスの提供に関するノウハウや専門的な情報を発信するまでには至っておら

ず、今後はそうした情報を地域に還元できるような取組が望まれる。また、園については

災害避難場所として開放しておらず、災害備蓄品についても地域住民用のものは準備して

いない事から、今後は地域の防災対策や被災時における福祉的な支援を必要とする人々、

住民の安全・安心のための備えや支援の取組が望まれる。 

 

 

 

 



評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した保育ついて共通の理解をもつため

の取組を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント> 園の理念、基本方針に従い、子どもの人権を尊重した保育を行うよう研修等

を実施し、実践されているが、倫理綱領規定書については策定されていない。今後は、倫

理綱領規定書を策定し、職員が理解し実践できるよう取組まれる事が望まれる。 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われ

ている。 
a・○b ・c 

<コメント>園児の写真等の掲示は承諾を取り記載、トイレ、シャワー室、おむつ交換台な

どはドア、カーテンが設置され、子どものプライバシー保護に努められているが、子ども

のプライバシー保護に関する規程、マニュアルが見当たらなかった。今後はプライバシー

保護に関する規程、マニュアルの作成、整備されるよう期待したい。 

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極

的に提供している。 
○a ・b・c 

<コメント> 園のホームページは月 1回定期的に更新され、利用希望者がその都度必要な

情報を閲覧できるようになっている。また、園見学希望者は園長、主任で対応されてい

て、個別に丁寧な説明を心掛けるようにしている。 

31  Ⅲ-１-(２)-② 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説

明している。 
a・○b ・c 

<コメント> 保育の開始、変更時の場合は、保護者に重要事項説明書に基づき説明し、同

意を得るようにしている。一方、その内容等について同意書をとる等の取組は行っておら

ず、今後はそうした記録について書面として残していく取組を期待したい。 

32 Ⅲ-１-(２)-③ 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対

応を行っている。 
○a ・b・c 

<コメント> 転園時や卒園時における引き継ぎ書類については、園で使用している指導要綱 

録を渡している。また、卒園後も保護者に対し相談できる体制をとっており、卒園時にそ

の内容を記載した文書を保護者へ渡している。 

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組

を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント> 子どもや保護者からの意見については、意見箱、保育参観、親子交流会や個

人面談時等の際に聞き取られている。今後は、組織的にアンケートや調査等を行い、利用

者の満足度について見える化を心掛け、満足度や要望を保育、教育に生かされるように取

組まれる事を期待したい。 



Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい

る。 
a・○b ・c 

<コメント> 重要事項説明書に相談、苦情窓口は記載、担当者、責任者、第三者委員など

も明記されており、園内に意見箱を設置している。また、苦情等については、ホームペー

ジ上で公表するようにしている。一方、保護者の意見や要望等については連絡ノートに書

かれることが多く、個別に対応するようにしており、細かい苦情等については公表してい

ないので、保護者等に対して十分に周知を行う事ができる仕組みの整備等、今後の取組に

期待したい。 

35 Ⅲ-１-(４)-② 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護

者等に周知している。 
○a ・b・c 

<コメント> 保護者が相談や苦情が言えるように玄関の見やすい場所に第三者委員のポス

ターや意見箱を設置しており、入園時に保護者へ説明を行っている。また、相談にきた訪

問者に配慮して、玄関を通らず、直接園長室に訪問できるように導線を確保している。 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に

対応している。 
a・○b ・c 

<コメント> 保護者からの相談、意見に対しては職員会議で検討した上で、ホームページ

や連絡ノートに返答し、保育計画等の変更を行っている。相談や意見を受けた際の記録方

法や報告の手順、対応策の検討等について定めたマニュアルは作成しているが、定期的な

見直し等がなく、今後の取組に期待したい。 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスク

マネジメント体制が構築されている。 
a・○b ・c 

<コメント> 園内清掃、遊具、用具などの安全点検担当者を決め、毎日確認している。さ

らに職員会議、勉強会でヒヤリハットや事故報告で安全確保について協議するようにして

いる。今後、事故発生時の対応のため、園内でリスク対応委員会を設置する等ガイドライ

ンの体制整備を期待したい。 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保の

ための体制を整備し、取組を行っている。 
a・○b ・c 

<コメント> 園内での流行中の疾病がある場合は保護者にメールで注意喚起の情報提供を

行っており、法人内グループ３園においても感染について情報交換等行われ、職員へ周知

されている。園には看護師、保健師は在籍してないが、感染予防や発生時の対応マニュア

ルは作成されている。今後、感染症対策について、責任と役割を明確にした管理体制を整

備する等、より十分な取組を期待したい 

39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組

織的に行っている。 
a・○b ・c 

<コメント> 月 1回、火災、防犯の避難訓練があり、保護者にも園だよりで周知されてい

る。年 1回の防災訓練では消防職員立会いのもとに訓練が行われている。災害時対応のマ

ニュアルも作成されており、今後は様々な災害に対して行政、地域住民を巻き込んで積極

的な取組を行い、ハード、ソフト面での対策を行い問題点の見直しに期待したい。 

 



Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 保育について標準的な実施方法が文書化され福祉サ

ービスが提供されている。 
○a ・b・c 

<コメント> 園独自のカリキュラムにしたがって、理念や基本方針に基づきながら子ども

1人ひとりの発達状況に応じて園児が達成できるように各担当職員が目標を立て実施され

ている。主任が指導計画書に基づき確認、指導し、園長にも報告され他の職員も確認でき

る取組を行っている。 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確

立している。 
a・○b ・c 

<コメント>保育の標準的な実施方法が策定され、計画の内容を担当職員と主任が検証、見

直しを行っており、さらに月 1回、外部サポート会社から確認プログラムが送られてくる

体制をとられている。保護者からの意見、要望に対して職員会議等で変更、見直しも行わ

れる等の取組がなされているが、一方で保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関する

時期やその方法については園として定めていないので今後の取組に期待したい。 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成して

いる。 
○a ・b・c 

<コメント>３歳未満児と３歳以上児の年齢等把握し、アセスメントに基づき指導計画が作

成されている。３歳以上児は年齢別のクラス担当職員が作成、３歳未満児は個別の計画を

策定している。主任、園長の責任の下で計画確認が行われ、他の職員へも周知がなされて

いる。現在まで、支援困難ケースはないが今後必要な場合は対応、検討する体制を整えて

いる。 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。 
○a ・b・c 

<コメント>指導計画については年に 1回 個々に評価、見直しを行っており、子どもや保

護者からのニーズに基づき、再検討されている。さらに月末に各クラス担当職員は指導や

教育、保育内容等の評価を提出し、主任が確認、見直しを行っている。 

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行わ

れ、職員間で共有化さている。 
○a ・b・c 

<コメント>子どもの発達、生活状況等については園指定の管理ソフトで個別に毎日記録を

とっており、職員間で情報の共有が図られている。また、毎日の業務日誌に記録され、引

継ぎや申し送りについても口頭と共に記載、パソコンで確認できる取組がなされている。 

45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 
○a ・b・c 

<コメント> 子ども、保護者等に関する管理は個人情報保護規程や職員の就業規則に定め

られており、保護者にはその都度説明して、子どもの写真を園だより等に掲載する際は、

保護者に了解を得た上で行っている。個人情報に関わる書類等については園長、主任が管

理し、園長の責任で鍵付き書庫に保管し、廃棄時はシュレッダーを使用している。 


